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趣旨
　異常気象がもたらす大規模な豪雨災害が相次いでいる。
　本書は
　①気象や地形・地質の特徴をふくめ、その原因・メカニズムを明らかにする
　②災害の現場で何がおきていたのかを整理・検証する
　③（防災）減災のために、住民・住民組織、自治体行政は、暮らしのなかで考えておくべき視点を明らかにする
　④災害からの復興のために、国及び自治体行政に求められる課題を整理する
　以上の４点を中心に、急いで出版をめざす
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　　矢掛・真備調査で明らかになった災害の実態
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